
特定非営利活動法人 りんりん

“道の駅を"…會警酌警宝警3
猛暑にあえいだ今年の,で したが ストンと沐しくなり =

さ寒さも彼岸までという言楽どおりに季節の移り変わりを感じ

ています そのお陰でしょうか 今年は人勝川の上子の彼岸花

がいっせいに咲き出し 去年にもまして見事な景観を見せてく

オ■ています.

この原稿を書いている0 まっ赤な彼岸花が続く上手の向こ

うに権現 が見え 土子の下には黄全の稲穂が広がるこの風景
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を ・お宝発見 1'と 思ったの

ま3年 itの秋でした。新しい

事務所を建て 眼前に広がる

,色 の中を大勢の人々が故策

している姿を日にしたときです。

今年
‐
童話のオ1 秋まつり'

を半口1市や観光協会 商工会

議lt/1 jL元の1商店 lll域の人

たち そしてTlたちりんりん

も一緒になって企画 実行し

ました。何回も重ねた話し合

役に立てたことはうれしいこといの場をりんりんが提供し

でもありました.

わ

童話ll家 新美市古の生語百年はあと二年後です.夫 勢の人々

が訪れるこのjLにおllみ拠 お土産処となるような '道の駅'

を造ろうとする機延が高まっています.私 はそれにユ|えて 60

■以 |の人たちが生きがいを持って働ける場所■りをし ・介

護予防事業・にしたいと考えています.福 祉と文化を併せl.っ

た 嵯 の駅・は他にあるでしょうか.私 のたわごととお笑いに

ならず この,の 実現にみなさんの力をお貸し下さい.

F■事長  村上員喜子



LJlん ん作星目
秋分の日の9'123Hりんりん1祐オールでは1度日の作I熙 が‖されまし′

秋まつりJ`協 賛するかたちになりました 矢脚 ドfiい■ まヽを■,と嗅く彼II

玄問を入ると 机の上

に子美閂きの絵本が姜 レ

い表紙を翌うように並べ

てあり 思わず立ち上っ

てしまいます  「重話●●

11 ■まつりJ[ふ さわ

しい展テです.

さをり織リコーナーで

は例年通リコート ツゃ

ケット Tシ ャツ ロー

ルネックのベスト マフ

ラー タベス トリーなど

の作品が並んでいます

ことに薔今のマフラーば

やりで このさをり繊リ

3-ナ ー [もさまざまな

色彩と デザインの作品が並びます。体験コーナーでは 若い●性?

人 小学 4年生の女の子 小学 2■生の男の子が教えられな¨  手

と足をぎこちなく動かし織っている姿|●・ 目を=き ます



が開催されました::
■今11は■1,1也茎で9,120日から10月l=口まで開

'Iさ

れる「Ⅲl,のIJ・

lt推好のれ如 ●に,=われて多くの人が立ち寄られ 大に計,いでした

タティングレースのコーナーは たく

さんの野霙をモチーフにした大き■タベ

ストリーが生に,か っています。ビーズ

のコーナー「は ネックレス ヘンダント

ブローチ イアリング と織細な作品が

並び 体験

コーナーでま

ビースを使つ

たぶどうの

ストラッフ  ヽ
を作ってい

ます。       マ
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絵手

`喘

「屋にま 周囲

の,面 にカラフルな給手

Iが い ,ばい属示してあ

ります 中央の絵手紙ll

,コ ーナーの■の■には

ち,う ど盛りの優岸花と

ゴーヤ そit珍 しい 「四

角豆Jが 置かllて 先生

電
●ヽ
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、

の指導を受けI●がら4人 の方が熱心に草を勁

かしておられます

ヽ    _

小物のコーナーは

今年も大人気 ●カ

コースター ティッ

シュベーバー入れ

アームバンド ユニー

クなにわとりの蒟つ

かみ やさしい絵柄

の絵ハガキも並んで

います
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村上代表 まりん

りんの建物のすく

北損|で■岸花を見

に訪llた人たちを

咸勢よくりんりん

へと呼び込みます。

隣では フリーマー

ケットの店がにぎ

やかに客をあって

います。急頂 茶碗

お盆 東子器 花瓶 ぬいくるみ これに並んでTシ ャツや上看もあ

り試者する人 埴切る人….
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へ,レパー加 藤 豊 子 さん

9月 18日  1'「商 [会議所 「1', 2ヽ0年

,虻会貝及び会員J!来所餃良求形式Jに おいて

ヘルバーの力帷 豊子さんがよ彰されました

珈,確さんは平成 10`1以 ,(10年 の「1 ベル

バーとして活躍され ,り 1オさんからも,い

信lliをヽせられています

|りんりんにlⅢ属したおか(ずで この方ヽに

なってこういう表影を受けることができたこ

とを態 IIしています でも この成だからこそ人生の先″である利11

=き んの_●いかわかるの ヘルハーとしてわたしたちの年1,はも求め

られているんじゃないかな わたしま本■的に人間がlllき この仕り|

が人好き わたしに合っているんだと思う 11用者さんに教えらオ1る

ことも多いしねJ

l」護さん おめでとうございます
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佐 藤 迪 子 先生
たので小学校で子供たちと過ごしてき

藩 が3つあって コーラス仮名を書く

[本を読んできし上ずたい と思ってtヽ



「健康であることが

いかにしあわせてあるがを
身にしみて知つたJ

伊藤雄二さん64歳)

腎臓病動 を受けている●藤さんは 今 週6回のケアサー

ビスを受けて暮らしている. 4年 前入院 これからどうやって

生きて行こうかと思っていた時|,んりんを紹介されひと安心し

た.り んりん主催の ・セントレアバスツアー'に 参加したのが

きっかけで 以来りんりんとつながってぃる。 「初めは ヘル

バーさんを使うには岩いし 来てくれるベルバーさんに気を使

い緊張しました。今は 5人 の人にかわるがわる来てもらって

います。人によって個性もちがい話題もちがうので それなり

に面白いと感じます.」

18年前 病気になるまでは健康のことや親のことなど考えも

しなかった。自分の健康も親の心づかいも気づいていなかった.

働いて 旅行やスポーツを楽しむ一人並の幸福を得たかった.

それが 'しあわせ'と 思い 実1祭に旅行そしてtl球やテエスな

どのスポーツを楽しんでいた。しかし自分が病気になって初め

て 健康がいかに大切かに思い至り また親のありがたさを痛

感した いつも自分を無条件で受け入れて愛してくれる人が親

以外どこにいるのだろうか と心底感じている.

,藤 さんの日常生活はある程度制限はあるものの 車に乗れ

ばどこへでも行くことが出来るので 喫茶店に行ったり 月1

回りんりんの 'サロン'で 友人との食事を楽しんだりしている。

今は 「人様が自分の世話をして下さるだけで感謝です。皆

さんいい人ばかりJ「 先行きの不安はつきないが自分が生きた

・証'を 成したい」という。
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●りんりん乍品展で たくさんの方からご寄付を項きました。

水 野 陽 子

■ 内 フ サ

加 藤 まさこ

稲 生 富 子

市 野 房

加 藤 噸

匿   名

沢田ちえ子

杉浦ひろ子

吉田二三子

榊原志づゑ

榊 原 照 子

門 丼 昌 子

塩谷仁代子

山本のぶ江

中 川 佳 子

杉 田 博 子

(敬 Ff略 )

技

子

黒 野 佳 子

森   薫

吉 川 智 子

(敬 称 略 )
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研修会

6月 「食中毒の予防 感染症について」…………

7月 「認知症についてJ……………………………

8月 休み

躙

29名

32名

付ありがとう

=月 7月 8月

絵  手  紙 22名 20名 22名

さ を

'織 "
20名 26名 2=名

生き洒き,ロ ン 10,名 112名 ,2名

イ 特 づ く り 2名

`乞
外 み

タティングレース 1名 1名 休 み

(延べ利用人数)

協力会‖   1   利用会員 賛助会員

(H20/,/30現 在)


